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生態系保全のために胎内ダムは必要ないと思う

石沢進

　新潟日報の視点に掲載後、新潟県のダム関係者によって、

ダムの必要性について説明して頂いたが、「胎内のダムがほ

んとに必要であるか」むしろ疑問が大きくなるばかりであ

る。

　ダムを建設する主な目的は

　　1）水道水の確保

　　2）発電

　　3）洪水防止　　　　　とのことである。

　1）については奥胎内からわざわざ導水するのに、長い水

道管を敷設するのは、莫大な費用がかかり、また、村落周

辺からの流水や地下水で十分対応できると思う。

　2）にっいては聞くところによると発電した電気を販売し

ても、採算が合わないという。むしろ県費を使って赤字で

あると聞く。

　3）の洪水に伴う水害防止は配慮しなければならないこと

は理解できるが、集落から遠く離れた奥の渓谷に、建設後

にも維持に経費のかかるダムの必要性は理解し難い。奥胎

内の生態系を壊して洪水対策を行う前に、別な方法で防止

策を考えることが妥当と考える。

　再度、強調するが、

　「胎内渓谷にダムを造り湛水することによ朕生態系は完

全に消失してしまうこと、長い闇続いてきている自然の歴

史を失うこと、その行為は後世に大きな禍根を残すこと等」

決して善しとするものが何もない。

　新潟県の自然に関わり、そのすぐれた自然の一一端に関す

る知見を得た立場から、保全したい地域であり、何とか再

考を願いたい。山奥の人に知られないところにできるダム

計画だから、多くの方々に関心を持って頂く機会が少ない

し、その実態を知らないでいることが多い。そのような状

況であるから、事の重大性を多くの方に知って頂きたい。

「一度破壊したら河川沿いの生態系は全てがなくなる」と悲

痛な訴えを投げているので、是非、目を向けて頂きたい。県

民の多くの方に同じような考えが広がると共にダム建設関

係者にも深い理解を求めたい。

洪水防止の対策には、

1）既存のダムの改変や整備、また凌諜を行うことで、あ

　る程度の防止策の検討が必要である。

2）既存のダムでの発電は取りやめ、湛水の貯水量を一部

　だけにして、洪水時の一時的な1庁水槽の役目に改変する。

3）富山県黒部川水系で行われている水田の一時的な貯水、

　や最近報道された「田んぼダムで洪水防止」などが考え

　らえる。現在の土木工事で、ダムを造るより容易に対応

　ができると思う。

4）「土砂災害に備えるハード対策」（PORTAL　2003

　March　No．0223：026－027）として、新たなダムの建

　設の例が報告されている。奥胎内では、そこに掲載され

　たダムでは適当でないと一掃しないで、奥胎内のダムも

　水を停滞させない方法の模索が必要である。新しい試み

　に県独自の挑戦を行い、生態系を守る模索を展開してほ

　しい。

　上記1）と2）に関連して付け加えると、洪水防止のた

めに、これから造るダムが絶対に必要であるとの結論を出

す前にさまざまの検討をお願いしたい。例えば胎内ダム建

設に関する検討委員会を開催したとのことであるが、その

是非にっいて十分な検討がなされていないとも聞く。穴開

けダムの指摘をしたのに、その可能性の検討は全くしてい

ない。胎内では構造上から無理とし、一笑に付して話題に

も提出していない。一般公開で再度の委員会で、生態系の

破壊にっながることを十分に考えた上で、なおダムの必要

性にっいての再検討が必要であろう。

　また、奥胎内ダムを建設する以外に道なしと考えるのは、

納得できない。奥胎内ダムが土砂で満杯になった100年後

には、どうなるのか。再びその奥にダムを作ることになる

のだろうか。新しいダムを作るのでなく、既存のダムを目

的に応じて改変することも必要であろう。現在のダムの堆

積量は30％であるという。それならば、洪水対策だけを目

的とするならば、極論かも知れないが、次のようなことも

可能であろう。赤字であるという発霞は中止して現在の湛

水をすべて排水し、洪水時に備える。それで不足ならば、こ

れまでダムに堆積した土砂の運びだしを進める。新しいダ

ムを作るよりは、はるかに安くて洪水対策ができるように

思う。

　奥胎内ダムは、長い間検討を経て、着工の可否を委員会

によって決定したというが、その後の社会情勢の変化に伴

ったダムの在り方を再検討しても何の障害もないと考える。

しかし、今回のダムの建設は長い間の検討で結論を出した
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のだから、「反対」の意見がでたからと言っても少数意見で

あり、再検討は必要ない、という。さらに、「反対」の意見

に対していちいち再検討していたら、県のこれからのダム

建設に波及するから困ると県のダム関係者は主張する。そ

れはとんでもない発言である。このようら考え方でダム建

設を進めているとするならば、許しがたい姿勢であり、文

書で回答を求めたし、そのような考え方なら一層ダムの建

設について再考を願いたい。「反対している理由や意味を理

解し、それが妥当かどうか再考し、その

意義を理解する姿勢が必要がある」と

思う。それにしても、佐梨川ダム計画

中止（県電発撤退で負担増）と極あて簡

新潟日報2003年2月20日

　田んぼダムで洪水対策一排水抑え下流の水量調節一

新潟日報2003年3月14日

　佐梨川ダム計画中止　県電発撤退で負担増

PORTAL　2003　March　No．0223；026－027

　土砂災害に備えるハード対策環境との調和を目指す

　　　　　　　　　　　　　　　砂防施設
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L』ヒ」　　｝

爾
圓
陥
視
点

　
奥
胎
内
川
に
ダ
ム
の
建
設

が
始
ま
り
、
や
が
て
は
そ
の

上
流
部
は
水
没
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
建
設
の
主
な

目
的
は
、
百
年
に
一
回
起
こ

る
で
あ
ろ
う
洪
水
を
、
防
止

す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

　
洪
水
対
策
の
た
め
の
ダ
ム

な
ら
ぱ
、
そ
の
目
的
を
果
た

す
ダ
ム
の
構
造
を
優
先
さ
せ

て
ほ
し
い
。
普
段
は
水
を
た

め
る
こ
と
の
な
く
、
洪
水
時

に
流
下
す
る
水
を
た
め
る
機

匪
を
優
先
さ
せ
る
の
が
、
最

良
の
方
法
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
、
普
段
水
を
た
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
必

要
性
が
理
解
で
き
な
い
。

　
奥
胎
内
ダ
ム
に
水
を
た
め

る
こ
と
が
、
こ
の
河
川
の
生

態
系
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
を
、
多
く
の
方
々
に
理
解

　
　
　
　
　
　
に
ん
す
い

を
い
た
だ
い
て
、
湛
水
し
な

い
ダ
ム
の
建
設
を
お
願
い
し

た
い
。

　
奥
胎
内
川
の
最
大
の
特
色

は
、
植
物
分
布
の
観
点
に
あ

る
。
こ
の
河
川
沿
い
に
は
、

低
海
抜
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の

亜
高
山
性
の
植

物
や
、
絶
滅
危

ぐ
極
が
生
育
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
植
物
の
種
類
と

し
て
、
オ
ン
タ
デ
、
フ
キ
ユ

キ
ノ
シ
タ
、
オ
オ
カ
サ
モ
チ
、

ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、
オ
オ
バ

ミ
ゾ
ホ
オ
ヅ
キ
、
ダ
カ
ネ
コ

ウ
ボ
ウ
な
ど
は
、
本
県
に
お

い
て
最
も
低
い
分
布
地
点

（
海
抜
四
〇
〇
齎
以
下
）
で
あ

り
、
コ
バ
イ
ケ
ソ
ウ
、
ザ
ゼ
ン

i　　　　J　．t．；
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（
植
物
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

単にダムの建設を中止していることも

あるので、奥胎内のダムも莫大な予算

を使って建設中のようであり、緊迫し

て県財政難から、計画中止にして、上記

に指摘した対策で洪水防止を考えるこ

とが肝要である。

ソ
ウ
、
シ
ロ
ウ
マ
イ
タ
チ
シ

ダ
な
ど
は
、
飯
豊
連
峰
で
低

海
抜
の
生
育
地
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
フ
キ
ユ
キ
ノ
シ

タ
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
シ
ロ
ウ

マ
イ
タ
チ
シ
ダ
は
、
本
県
の

絶
滅
危
ぐ
n
類
（
絶
滅
の
危

の
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
県
の
地
域

個
体
群
の
ヤ
マ
グ
ル
マ
な
ど

が
生
育
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
植
物
分
布

上
の
特
色
は
、
飯
豊
山
系
だ

け
で
な
く
、
中
部
日
本
に
お

い
て
も
「
亜
高
山
植
物
が
ま

と
ま
っ
て
四
〇
〇
層
以
下
の

奥
胎
内
ダ
ム
は
再
考
必
要

　
　
険
が
増
し
て
い
る
種
）
で
あ
低
海
抜
に
分
布
す
る
」
と
い

　
　
り
、
オ
ン
タ
デ
、
オ
オ
カ
サ
う
生
態
系
を
有
す
る
地
域

モ
チ
は
、
本
県
の
地
域
個
体

群
（
保
護
に
留
意
す
べ
き
地

域
個
体
群
）
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
地
域
に
は
、
国
の
絶
滅

危
ぐ
1
類
（
絶
滅
の
危
機
に

ひ
ん
し
て
い
る
種
）
の
ヒ
メ

サ
ユ
リ
、
国
の
準
絶
滅
危
ぐ

　
　
　
　
　
ぜ
い
じ
り
く

（
生
育
基
盤
が
脆
弱
な
種
）

は
、
皆
無
と
思
わ
れ
る
。

　
ダ
ム
で
湛
水
す
る
地
域

は
、
調
査
す
る
こ
と
も
厳
し

い
地
形
で
あ
る
の
で
、
植
物

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
詳
し
い

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
し
、
植
物
以
外
の
生
物

に
つ
い
て
十
分
に
知
ら
れ
て

い
な
い
地
域
で
も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
湛

水
す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域

の
未
知
の
、
秘
め
ら
れ
た
特

色
あ
る
生
態
系
を
破
壊
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
も
、

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
ダ
ム
の
建
設
地
域

　
　
　
　
は
、
国
立
公
園
の

　
　
　
第
一
種
特
別
地
域

　
　
　
内
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
生
態
系
の
保
全
を
第
一

に
考
慮
し
、
本
来
な
ら
ば
、

ダ
ム
そ
の
も
の
の
建
設
を
避

け
る
べ
き
で
あ
り
、
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
、
生
態
系

を
破
壊
し
な
い
工
法
で
建
設

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
ダ
ム
に
湛
水
し
な
い
底
抜

け
ダ
ム
、
つ
ま
り
、
普
段
は

水
が
流
下
し
、
極
端
な
洪
水

時
に
水
が
数
日
間
停
滞
す
る

ダ
ム
で
あ
れ
は
、
河
川
の
生

態
系
を
完
全
に
破
壊
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
る
。

　
湛
水
す
る
ダ
ム
の
寿
命
も

極
め
て
短
い
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
ま
れ
に
起
こ
る
洪
水

対
策
の
た
め
に
、
長
い
地
史

的
な
歴
史
を
も
つ
奥
胎
内
の

特
色
あ
る
河
川
の
生
態
系
を

失
う
こ
と
は
、
極
め
て
残
念

で
あ
り
、
生
態
系
の
保
存
が

望
ま
れ
て
い
る
現
在
に
逆
行

す
る
行
為
で
あ
る
と
、
断
定

せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
関
係
当
局
に
、
こ
の
ダ
ム

の
在
り
方
を
再
考
し
て
い
た

だ
き
た
い
し
、
多
く
の
方
々

に
は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
山
奥
の
ダ
ム
の
建
設

に
あ
っ
て
、
最
大
の
目
的
で

あ
る
洪
水
防
止
に
徹
し
、
生

態
系
の
破
壊
に
つ
な
が
る
ダ

ム
建
設
に
反
対
の
理
解
を
得

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　なお、「ダムを造ることで、失われる

河川の生態系の代償をどのように考え

ているか」、自然環境との共生を塞本と

する環境審議会の方針とどのように噛

み合っているか、国立公園内に建設す

る奥胎内のダムは、人が一方的に自然

環境を破壊するだけで、その保全には

全く配慮していない。自然環境との共

生を無視していると言っても過言では

ない。今回の奥胎内ダム建設は、以上

の状況にあるので、特に県のダム関係

者が「自然環境を破壊してまでダム建

設をする基本的な理念」を一般市民に

教えてほしい。

　とにかく、ダム建設の中止の再考を

お願いしたい。その上で、細部にわた

る検討でダム建設やむなしとなった場

合でも、自然環境との共生を考慮した

生態系の破壊を最小限におさえるよう

な、例えば湛水しないダム建設を再度

強調するので、検討をお願いしたい。

このダムの建設は「飯豊連峰の生態系

として意義深い地域の破壊につながる」

という、将来に大きな禍根を残すこと

を忘れないでほしい。

参考資料

　新潟日報2002年11月26日

　　私の視点　奥胎内ダムは再考必要
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報2003年（平成15年）3月14日（重≧昂置日）日ラ馬斯
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［
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［
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＝
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三
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歪
ロ
一
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一
一
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藁
F
≡
一
三
＝
［
　
三

県

　
電
源
開
発
の
渦
之
雀
禍
水

発
電
計
画
の
一
部
と
な
っ
て

い
た
「
県
営
佐
梨
川
ダ
ム
」

（
北
魚
湯
之
省
村
）
に
つ
い
て

県
は
十
三
日
、
「
巡
股
関
の
約

六
割
を
負
担
す
る
予
足
だ
つ

た
電
発
の
撤
退
で
、
換
寅
効

果
が
望
め
な
く
な
っ
た
」
と

し
て
中
止
を
決
定
し
た
。
十

　
【
渦
之
谷
掘
水
発
電
計
画
】

総
珊
集
観
3
8
0
0
鳳
円
の

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
霜
蓋

独
で
艶
備
す
る
上
ダ
ム
（
北

魚
入
広
瀬
村
）
と
下
ダ
ム
の

佐
梨
川
ダ
ム
の
高
低
歪
を
利

用
し
て
、
鰻
大
1
8
0
万
賂

を
発
電
す
る
。
総
事
菓
貿
の

電
発
撤
退
で
負
担
増

四
日
、
責
源
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
庁
　
　
同
ダ
ム
は
治
水
な
ど
を
目

に
ダ
ム
中
止
を
報
告
す
る
。
　
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

　
県
鴬
ダ
ム
で
申
止
さ
れ
た
県
で
は
今
後
の
地
元
の
治
水

の
は
、
二
〇
〇
Q
年
の
与
党
苅
策
を
河
川
改
修
に
切
り
替

三
党
と
政
府
の
公
共
事
菜
見
え
る
方
針
で
、
地
元
に
理
解

直
し
対
魯
と
な
っ
た
羽
茂
川
を
求
め
る
。

（
佐
渡
羽
茂
町
）
な
ど
を
含
　
　
O
一
年
九
月
に
庵
発
が
電

め
、
佐
梨
川
で
七
件
目
と
な
力
需
要
低
迷
を
理
由
に
撤
退

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
表
明
し
て
か
ら
、
県
は
「
単

う
ち
、
佐
梨
川
ダ
ム
は
6
5
県
、
地
元
が
9
7
年
匿
署
工
、

0
億
円
。
冗
発
6
1
・
5
％
、
　
2
0
0
5
年
発
電
開
始
を
目

県
3
7
％
、
地
元
町
村
1
・
5
指
す
同
ダ
ム
基
本
協
足
を
締

％
の
負
担
予
憲
だ
っ
た
。
　
結
。
9
7
年
に
は
政
府
の
電
源

　
同
ダ
ム
は
1
9
7
0
年
に
開
発
珊
整
箒
蹴
会
が
揚
水
発

県
が
調
査
腸
始
。
途
中
、
電
電
計
画
を
了
承
、
竃
源
關
発

力
碍
要
低
迷
で
調
査
が
中
断
基
本
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て

さ
れ
た
が
、
9
4
年
に
電
発
と
い
た
。

独
廼
設
」
か
「
璃
莱
撤
退
」

か
の
検
討
を
統
け
て
き
た
。

　
県
は
滴
之
谷
村
な
ど
関
係

す
る
地
元
三
町
村
が
電
発
の

撤
退
に
伴
い
同
社
に
求
め
て

い
た
事
輿
上
の
補
償
と
な
る

「
協
刀
金
」
支
払
い
に
つ
い

て
近
く
正
式
合
意
が
褐
ら
れ

る
見
逓
し
と
な
っ
た
た
め
、

中
止
決
定
に
踏
み
切
っ
た
。

　
湯
之
谷
村
の
型
巽
村
長
は

「
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
皿
要
な
事
菜
な
だ
け
に
中

止
は
残
念
だ
。
今
後
は
ダ
ム

に
代
わ
る
対
策
を
し
っ
か
り

実
行
し
て
ほ
し
い
」
と
膳
し

て
い
る
。
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県
　
と

神
林
村
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N
度
か
ら
実
験
開
始

　
県
と
岩
船
神
林
村
は
、
雨
を
水
田
に
た
め
て
下
流
域
で
の
洪
水
被
否
を
減
ら
す
全
圃
初
の
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
実

験
事
築
を
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
県
農
地
部
は
「
県
内
外
に
波
及
ず
る
シ
ス
テ
ム
に
な
れ
ぱ
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

センチ
板
・
径

入
一
鋒

　
・
い
ヂ
．
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羅醜∵
調
径

　
　
　
　
直

　
こ
の
爽
毅
は
、
水
田
に
備

わ
る
直
径
約
十
五
讐
の
排
水

管
の
入
り
ロ
に
、
管
よ
り
狭

い
直
径
約
五
態
の
穴
を
翻
け

た
木
製
の
調
競
板
を
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
一
度
に
流
れ

る
水
餌
を
少
獄
く
し
よ
う
と

い
う
仕
組
み
H
図
解
参
照

H
。
同
村
の
水
田
約
二
千
診

の
う
ち
三
百
五
十
診
が
対
象

と
な
る
。

　
対
畿
の
水
田
か
ら
流
れ
出

る
排
水
は
、
排
水
路
を
通
っ

て
下
流
の
笛
吹
川
な
ど
に
流

れ
込
む
．
し
か
し
、
一
時
聞

雨
鼠
が
二
〇
。
ザ
を
超
え
る
と

下
流
域
は
洪
水
に
な
り
や
す

く
、
同
村
に
よ
る
と
、
「
年

中
行
鵬
の
よ
う
に
水
が
出

る
」
の
が
現
状
だ
っ
た
。
昨

年
も
七
月
に
二
回
の
洪
水
が

発
生
し
て
お
り
、
悩
み
の
種

に
な
つ
て
い
る
。

　
実
験
で
は
、
地
一
兀
農
家
や

県
、
同
村
が
「
田
ん
ぼ
ダ
ム

洪
水
調
整
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

結
成
、
二
年
腸
か
け
て
デ
ー

タ
収
集
に
あ
た
る
。
事
菜
躍

は
、
約
八
百
枚
の
鯛
鵬
板
設

置
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
な

ど
に
約
百
六
十
万
円
が
か
か

る
程
度
。

　
蘭
整
板
は
既
に
一
部
の
水

田
に
殴
置
さ
れ
て
お
り
、
梅
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［
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一
≡
薯
＝
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＝
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噛
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＝
一
＝

雨
前
ま
で
に
は
す
べ
て
取
り

付
け
ら
れ
る
。

　
村
瞳
菓
課
は
「
あ
ぜ
の
高

さ
は
三
十
讐
あ
る
た
め
、
稲

が
水
に
つ
か
る
心
配
は
ま
ず

な
い
。
稲
の
背
が
低
い
時
期

に
大
雨
が
き
て
も
、
二
日
以

内
に
水
を
落
と
せ
ぱ
大
丈

夫
」
と
脱
明
。
「
上
流
域
と

下
流
域
の
住
民
が
水
の
問
題

に
っ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
譜

し
て
い
る
。
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八一ド対策

土砂災害の発生を未然に防ぐため，±

石流などが発生しやすい山地渓流に

おいては，渓流から流れ出た土石流や
　　　tlぞ（　　　　　　　　　t．i．｛一，

流木を捕捉する砂防堰堤が建設され
　　　　　　　　　　ニうばい
ている。また，渓流の勾配を緩やかに

ずる床固め工や渓流の浸食・崩壊を防

ぐ護岸工などにより，渓流の保全が進

められているほか，渓畔林や樹林帯な

どの整備も進められている。

玉川スーパー昭渠砂防堰堤仙死ラ県小国町｝．アー
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砂防堰堤は，渓流へと流れ出た山腹の筋壊

±砂や流木，川憲の石などを食んだ土石流

を直接受け止めて災害を防ぐ砂防施設であ

る。近年は，こうした防災th）fiEを確保しつ

つ，下流への適正な土砂の供給が可能な新

　　　　　　　　　　　　　　　hんuしいタイブの堰堤として，スーパー暗墾砂

防堰堤やスリット式砂防堰堤，裕子型砂防

堰堤などが起設されている。また，既設の

いわゆる重力式コンクリート砂防堰堤にっ

いても，河川の自然照境再生のため，堰堤

の一部を除去，スリット化するなど，下流

へ土砂を供給できるような堰堤への改良が

行われているP

自然環iftへの関心が高まる中，土砂災害対

策のための施設についても．周辺の自然環

境の保全や穣覗に配慮して竪鮪が進めら拠

ている。堰堤や渓流護岸には土留めのため

の石積み工に現他の自然石が利用され，堰

堤の型枠に地域産の間伐材が活用されるな

ど，山間の縁豊かな灰観に溶け込んだ砂防

施設となっている。また，渓流沿いの樹木

を極力残し，渓流には水生生物が生息しや

　　　　　　　　　　　　　　　　　tすい河尿を整備。イワナやヤマメなどの湖
じよる

上が可能な熊道も設けられ，生態系に配慮

した整備が進められている。

地滑りは融9期や豪雨時に多く発生し，地

下水の変動と密接な関係にあり，その防災

対策は，地下水を俳除する暗渠や俳水トン

ネルL集水井［★1］などの地下施設設置や，

不安定土壌の排除などが主となる。こうし

た対策により安定化した地滑り地は，緑地

公園やスポーツ施設などとしての活用が図

られている。現在，国土交通省では，地滑．

りの規揆が大きく，発生した場合には広域

での披害が予想される亀の瀬（大阪厨・頚旦

尉や服原僻鵬県）など全国13カ所の地滑

り危険箇所において直轄地滑り対策箏莱を

実施している。　　．

環境との調和を目指す砂防施設

．，i琢

与田切調製セル群ダム〔長野県飯島町）．現地で発生した土砂を諾めた円　岩手山焼走り床固め工群（岩手県酉恨町・二双沢）．近隣の春手町にある

筒形の携造物1セル｝を配置することで，魚の湖上も可能になった　　　カラ松林lehe分の間伐材を活用して造られた

PORTAL　ポータル026　March3，　No．022（2003）

ダムに関する情報提供のお願い

特に人的な影響の少ない自然状態にある生態系を破壊して建設しているダムの例があっ

たら教えて下さい。

　　その他奥胎内ダムの建設に反対する意見、コメントなど寄せて頂ければ幸いです。（匿名

でも結構です。）


